
安心のネットワーク

香川県農業共済組合

第10回通常総代会
14議案すべてを承認

表紙の続きは18ページ

そ ら と つ ち と み ど り の 会 話
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第
10
回
通
常
総
代
会
を
令
和
４
年
５
月
27

日
、
組
合
本
所
会
議
室
＝
高
松
市
三
名
町
＝

で
開
き
ま
し
た
。
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
で

就
任
し
た
総
代
１
０
２
人
の
中
か
ら
、
議
長

に
坂
出
市
府
中
町
の
小
林
英
登
志
総
代
が
選

出
さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
提
出
し
た
３

年
度
事
業
報
告
や
４
年
度
事
業
計
画
な
ど
、

全
14
議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
10
回
通
常
総
代
会
を
開
催

議長を務める 小林英登志総代

総代会は、組合員の代表に選
出された総代が、理事から提
出された議案を審議し、組合
運営の方針を決める最高議決
機関です。

● 総代総数
● 当日出席総代数
　　本人出席
　　書面議決書での出席
● 欠席総代数

102人
100人
70人
30人
2人

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

14
議
案
す
べ
て
を
承
認

こ 

ば
や
し

備えをすべての農家に
第１号
議案

令和３年度事業報告書、財産目録、貸
借対照表、損益計算書及び剰余金処分
（不足金処理）案について
（４ページに関連記事）

第２号
議案

令和４年度事業計画及び業務収支予算
書（案）について
（４ページに関連記事）

第３号
議案

令和４年度事務費等賦課額、賦課方法
及び徴収方法について
事務費賦課金総額／５億1,431万円
賦課方法及び徴収方法／共済目的別に、共
済掛金と同時に徴収する

第４号
議案

役員・損害評価会委員等の報酬及び損
害評価員、共済部長手当について
合計／6,790万円以内

第５号
議案

借入金最高限度額等について
借入金額／10億円以内
借入先／農林漁業信用基金、香川県農業協
同組合、百十四銀行

第６号
議案

余裕金の預入先金融機関について
香川県農業協同組合、香川県信用農業協同
組合連合会など５金融機関

第７号
議案

損金計上について
水稲共済未収金の損金計上
未収共済掛金／774円
未収賦課金／6,687円
未収交付金／ 562円

第８号
議案

支所管轄区域の一部変更について
支所管轄エリアと行政（市町）区域の相違解消
対象地域／中讃支所国分寺地域（高松市国
分寺町）
変更内容／中讃支所管轄から高松支所管轄へ
実施時期／令和５年４月１日

第９号
議案

香川県農業共済組合定款の一部改正について
エリア相違解消に伴う総代、役員の選出区
域の変更など

第10号
議案

事業規程の一部改正について
家畜共済における通知義務などを変更

第11号
議案

監事監査規則の一部改正について　
押印から、署名又は記名押印への変更

第12号
議案

損害評価会委員及び家畜診療所運営委
員の選任について
損害評価会委員116人、家畜診療所運営委
員４人を選任（８、９ページに関連記事）

第13号
議案

役員の選任について
理事13人、監事４人を選任
（６、７ページに関連記事）

第14号
議案

附帯決議
決議事項中、軽微な修正等の理事会委任

報告
事項

農業共済事業のニーズ調査結果の報告

提出議案

　
第
１
号
議
案
の
貸
借
対
照
表
に
、

建
設
引
当
金
11
億
２
千
万
円
と
あ

り
ま
す
が
、
建
物
の
建
設
を
考
え

て
の
積
み
立
て
で
し
ょ
う
か
。

　
組
合
で
は
国
債
や
地
方
債
を
保

有
し
て
い
ま
す
が
、
食
料
の
供
給

元
と
な
る
海
外
の
会
社
や
団
体
の

債
券
を
購
入
す
る
こ
と
も
、
検
討

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Q
　
は
い
、
そ
う
で
す
。
国
か
ら
50
年
先

を
考
え
て
積
み
立
て
る
よ
う
指
導
も
あ

り
、
建
物
を
再
建
す
る
場
合
の
資
金
に

な
り
ま
す
。
今
後
、
事
務
所
を
統
合
す

る
場
合
も
、
建
設
引
当
金
か
ら
充
当
す

る
予
定
で
す
。

AQ
　
農
業
保
険
法
の
施
行
規
則
で
、
購
入

で
き
る
債
券
は
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
債
、
地
方
債
、
特
殊
債
、
そ
し
て
一

般
担
保
の
付
い
た
社
債
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

A 主
な

ひ
で　
と　

し
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香
川
県
農
業
共
済
功
績
者
表
彰

岡　
田　
和　
央  （
東　

部
）

長　
町　
直　
栄  （
東　

部
）

府　
中　
　
　
滋  （
高　

松
）

三　
好　
義　
夫  （
高　

松
）

馬　
場　
繁　
美  （
中　

讃
）

山　
﨑　
全　
紀  （
中　

讃
）

徳　
永　
光　
明  （
中　

讃
）

内　
海　
康　
雄  （
中　

讃
）

稲　
尾　
和　
彦  （
仲
多
度
）

氏　
家　
重　
三  （
仲
多
度
）

森　
近　
敏　
行  （
仲
多
度
）

多　
田　
孝　
夫  （
高　

松
）

山　
田　
和　
雄  （
高　

松
）

家　
常　
春　
雄  （
高　

松
）

佐
々
木　
邦　
久 

篠　
原　
幹　
明  （
三　

豊
）

山　
岡　
良　
典  

大　
谷　
仁　
美  （
三　

豊
）

合　
田　
幸　
生  （
三　

豊
）

島　
田　
一　
孝  （
三　

豊
）

３年度実績
引受面積

共済金額

支払共済金

867,665㌃

56億2,425万円

3,745万円
４年度計画

引受面積

共済金額

795,000㌃

62億7,422万円

水稲共済

３年度実績
引受面積

共済金額

支払共済金

82,466㌃

３億8,358万円

2,276万円

引受頭数

共済金額

支払共済金

84,221頭

145億3,729万円

４億5,968万円
４年度計画

引受面積

共済金額

66,030㌃

３億744万円

引受頭数

共済金額

83,830頭

145億249万円

麦共済

３年度実績

４年度計画

家畜共済

３年度実績
引受面積

共済金額

支払共済金

13,715㌃

２億6,255万円

1,726万円
４年度計画

引受面積

共済金額

14,245㌃

２億7,807万円

果樹共済

３年度実績
引受面積

共済金額

支払共済金

1,393㌃

485万円

52万円
４年度計画

引受面積

共済金額

950㌃

379万円

大豆共済

３年度実績
引受棟数

共済金額

支払共済金

4,256棟

87億1,221万円

4,101万円
４年度計画

引受棟数

共済金額

4,633棟

95億2,237万円

園芸施設共済

３年度実績
引受棟数

共済金額

支払共済金

89,720棟

1兆1,192億4,559万円

３億2,608万円
４年度計画

引受棟数

共済金額

87,349棟

１兆888億4,600万円

建物共済

３年度実績
引受台数

共済金額

支払共済金

20,963台

512億1,537万円

１億2,224万円
４年度計画

引受台数

共済金額

20,756台

507億420万円

農機具共済

３年度
実績

４年度
計画

合計

令和3年度事業実績と4年度事業計画令和３年度
事業収支と業務収支（単位：万円）

制
度
普
及
と
事
業
推
進
に
貢
献

令
和
３
年
度 

農
業
共
済
事
業
功
績
者
等
表
彰

建
物
共
済
の
部

第
一
号
　
基
礎
組
織
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
年
以
上
）

第
二
号
　
基
礎
組
織
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
年
以
上
）

農
機
具
共
済
の
部

１兆1,704億3,858万円共済金額

　３年度、制度共済（水稲、麦、家畜、果
樹、大豆、園芸施設）事業全体では引受共
済金額の目標を達成できましたが、任意共
済（建物、農機具）事業で97億ほど目標
を下回り、目標達成率は99.4％でした。
組合員にお支払いした共済金は、ほぼ前年
度並みです。

　全国農業共済組合連合会の委託で
実施する収入保険は、令和３年度に
県内1,016経営体を引き受けていま
す。
令和３年支払い（令和４年５月末時点）
257件、４億8,700万円

１兆1,999億8,569万円共済金額

10億2,700万円支払共済金

収入保険

（農林水産省発表、香川県分）

４年度引受計画 １,150経営体

　

５
月
27
日
、
総
代
会
の
会

場
で
、
令
和
３
年
度
に
事
業

推
進
で
功
績
の
あ
っ
た
共
済

部
長
や
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度

の
普
及
に
貢
献
さ
れ
た
関
係

者
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　
　
　
　

廣　
瀬　
節　
子  （
東　

部
）

新　
田　
照　
幸  （
東　

部
）

稲　
田　
昌　
彦  （
高　

松
）

鈴　
木　
隆　
清  （
高　

松
）

香　
川　
孝　
司  （
中　

讃
）

正　
木　
壽　
司  （
中　

讃
）

和　
泉　
正　
浩  （
仲
多
度
）

松　
永　
克　
喜  （
三　

豊
）

豊　
嶋　
一
十
四  （
三　

豊
）

石　
川　
政　
文  （
三　

豊
）

植　
松　
文　
士  （
東　

部
）

藤　
岡　
雅　
彦  （
高　

松
）

中　
西　
久　
夫  （
高　

松
）

中　
井　
正　
美  （
中　

讃
）

高　
橋　
　
　
等  （
中　

讃
）

須　
藤　
誠　

 

一   （
仲
多
度
）

渡　
辺　
良　
典  （
仲
多
度
）

真　
鍋　
公　
子  （
三　

豊
）

小　
畑　
忠　
司  （
三　

豊
）

藤　
目　
信　
行  （
三　

豊
）

功績者表彰を受賞する
氏家重三さん
うじ けじゅうぞう

任
意
共
済
事
業
推
進
功
績
者
表
彰

（
三　

豊
）

（
小　

豆
）

事　業

収益
31億953万円

費用

積立金戻入など
9,657

受取利息など 13,687

責任準備金戻入
 66,016

再共済金など
 11,376

診療収入など
22,855

責任準備金
繰入

 61,388

業務勘定繰入
など

 94,702

次年度積立金 26,496

共済掛金
152,543

診療諸掛
25,667

共済金
102,700

国からの
交付金など
34,819

業　務

収入
14億1,485万円

支出

その他
9,492 

各種引当金繰入
10,600

事業勘定繰入
4,260

損害防止費
1,171

損害評価費
1,629

普及推進費
6,542
事務費、

施設費など
16,061

人件費
91,730

その他 8,458
各種引当金戻入

1,338

受取利息
20,105

事業勘定
受入

60,397

国、市町からの
補助金
44,401

賦課金
6,786
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♦ ♦ ♦ ♦

　

５
月
27
日
の
通
常
総
代
会
で
、
理
事
13
人
、
監
事
４
人
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
30
日
に
正
副
組
合
長
、
代
表
監
事
の
互
選
会
を
開
き
、
組
合
長
に
近

藤
賢
司
理
事
、
副
組
合
長
に
は
冨
木
田
好
正
理
事
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任
、
代
表
監
事

に
は
長
尾
壽
和
監
事
が
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
４
年
６
月
４
日
か
ら
７

年
６
月
３
日
ま
で
。

施
体
制
の
改
善
計
画
で
は
、
総
代
・
役

員
定
数
の
削
減
、
小
豆
支
所
の
出
張
所

化
、
推
進
体
制
の
再
構
築
、
各
協
議
会

や
損
害
評
価
体
制
の
見
直
し
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
面
で
協
議
を
重
ね
実
行
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
大
き
な
制
度
の
変
化

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
運
営
基
盤
を
強

化
、
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
経
営
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
大
幅
な
収

入
減
少
や
、
国
際
情
勢
の
変
化
に
伴
う

コ
ス
ト
暴
騰
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
改
め

て
、
農
業
保
険
制
度
の
重
要
性
を
痛
感

す
る
思
い
で
す
。

　
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
改
選

で
、
次
の
方
々
が
総
代
、

損
害
評
価
会
委
員
、
家
畜

診
療
所
運
営
委
員
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　５区域から102人が就任されました。毎
年開催の総代会で、事業計画や予算など組
合運営に関する重要な案件を審議します。

総  代

役 

員 

紹 

介

役  員 理事は理事会を構成し、農業保険法や定款、総代会の議決などに従って組合を運営します。
監事は、組合財産の状況や理事の業務執行状況を監査します。

亀

井

清

治

水

田
　

博

原
　

　

勤

中

野

勇

二

西

森
　

進

栗

原

孝

敏

梶

原

裕

信

栗

尾

和

弥

有

馬

俊

一

真

部

徳

夫

 

東
部

相
生

白
鳥

福
栄

誉
水

丹
生

志
度

鴨
部

鶴
羽

長
尾

多
和

岡

田

繁

一

芳

竹

和

政

飯

田

洋

幸

宮

竹

茂

夫

茂

中

俊

治

宮

井
　

進

谷

畑
　

正

香

西

茂

知

小

西

芳

信

松

浦
　

豊

上

原

一

輝

安
藤
の
り
子

横

井
　

豊

中
村
健
二
郎

寺

井

正

数

佃
　

光

廣

松

村

憲

夫

宮

本

正

三

山

下

知

己

溝

渕

恵

一

造

田

義

雄

古

川

幸

治

橋

本

昭

夫

吉

田

清

志

松

本

雅

俊

川

松

義

春

谷

口

勝

幸

横

井

道

男

佐

伯

敏

雄

森

口

久

士

市

坂
　

勉

造
田

石
田

富
田

松
尾

 

高
松

平
井

田
中

氷
上

井
戸

牟
礼

庵
治

東
植
田

西
植
田

前
田

林三
谷

檀
紙

弦
打

鬼
無

下
笠
居

多
肥

一
宮

円
座

鶴
尾

古
高
松

浅
野

川
東

塩
江

池
西

大
鈬

三
都

草
壁

乃

村

政

清

進

藤

修

平

田

中

繁

行

小
林
英
登
志

今

池

良

雄

谷

川

英

昭

竹

本
　

慧

久

保

宣

仁

鈴

木

章

市

多

田

鎮

雄

谷

本

利

信

笹

川

定

義

佐
々
木
廣
一

吉

本

隆

雄

大

林

敏

彦

籏

岡

正

一

津

郷

憲

一

松

永

哲

之

平

井

一

彰

辻
　

謙

二

守

屋

安

則

横

関

幹

夫

氏

家

重

三

浮

田

正

文

堀

井

伸

一

渡

辺

政

行

丸

井
　

忠

秦

　

守

本

多

敏

廣

小

野
　

隆
 

中
讃

西
庄

林
田

松
山

府
中

川
津

宇
多
津

国
分
寺
北
部

国
分
寺
南
部

昭
和

陶羽
床

羽
床
上

山
田

飯
山
南

飯
山
北

岡
田

栗
熊

富
熊

 

仲
多
度

土
器

垂
水

城
南

四
箇

麻
野

与
北

筆
岡

琴
平

神
野

吉
野

高
篠

長
炭

大

西

昭

夫

山

下

美

博

尾

郷

信

雄

香

川

政

英

須

山

貴

司

浅

野

正

行

臼

杵

寛

寿

森
　

啓

二

豊

嶋

浩

二

貞

広
　

茂

森

　

章

筒

井

禎

一

川

口
　

勉

岩

橋
　

勝

森

川

美

明

大

西

基

啓

中

野

富

夫

豊

田

敏

計

大

西

正

幸

大

塚

映

真

山

下

光

雄

白

川

和

仁

矢

野

工

司

森

岡

裕

一

須

藤

隆

文

川

崎

光

憲

大

西

義

見

大

西
　

保

藤

田

純

一

綾
　

逸

郎

梶

本
　

豊

長
炭

七
箇

十
郷

造
田

 
三
豊

詫
間

仁
尾

麻二
の
宮

勝
間

上
高
瀬

上
高
野

桑
山

笠
田

観
音
寺

高
室

常
磐

一
ノ
谷

豊
田

柞
田

五
郷

萩
原

紀
伊

大
野
原

和
田

財
田
大
野

河
内

財
田
上

財
田
中

大
見

下
高
瀬

吉
津

　
こ
の
た
び
、
役
員
の
改
選
に
伴
い
再

選
さ
れ
、
組
合
長
理
事
の
大
役
を
仰
せ

付
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
令
和
４
年
度
を
め
ど
と
し
た
組
合
実

任期
６月４日から
３年

任期
５月３日から
３年

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

基
盤
強
化
で

適
正
な
組
合
運
営

新
体
制
ス
タ
ー
ト

植村 隆昭
（三木町）

高坂 修
（さぬき市）

間嶋 亨
（東かがわ市）

冨木田 好正
（坂出市）

石井 宏昭
（三豊市）

小亀 政裕
（まんのう町）

山本 博之
（多度津町）

射場 洋
（綾川町）

須佐美 純一
（小豆島町）

南原 政樹
（高松市）

組
合
長
理
事

近藤 賢司（三豊市）

副
組
合
長
理
事

長尾 壽和
（善通寺市）

小林 稔明
（観音寺市）

國村 年
（高松市）

川下 肇
（観音寺市）

時岡 博美
（高松市）

代
表
監
事

監 

事

理 

事

佃 和幸
（高松市）

67 かがわ 2022.8  vol.55 かがわ 2022.8  vol.55



滝
宮

山
田

飯
山
南

岡
田

飯
野

郡
家

白
方

筆
岡

象
郷

四
条

高
篠

十
郷

美
合

詫
間

二
の
宮

勝
間

本
山

豊
田

柞
田

大
野
原

大
野
原

辻財
田
中

下
高
瀬

果 

樹 

共 

済

か
ん
き
つ
・
ぶ
ど
う
・
な
し
・
も
も
・
か
き
・

く
り
・
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
共
済
部
会
長

　
か
ん
き
つ
共
済
部
会
長
代
行

ぶ
ど
う
共
済
部
会
長
代
行

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

白
鳥

福
栄

誉
水

鴨
庄

津
田

長
尾

富
田

平
井

田
中

氷
上

十
河

川
島

川
添

仏
生
山

太
田

古
高
松

鬼
無

円
座

川
東

安
原

由
佐

渕
崎

二
生

坂
出

松
山

府
中

国
分
寺
南
部

陶

※※※※※※※※※※※※※※※※※

※※※※※※※※※※※※

※※※※※

 

な
し
共
済
部
会

和
田

和
田

 

も
も
共
済
部
会

造
田

屋
島

飯
山
北

飯
山
北

十
郷

上
高
瀬

 

か
き
共
済
部
会

由
佐

昭
和

昭
和

神
野

財
田
上

 

く
り
共
済
部
会

五
名

川
東

岡
田

象
郷

豊
田

家 

畜 

共 

済

家
畜
共
済
部
会
長

家
畜
共
済
部
会
長
代
行

 

家
畜
共
済
部
会

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者園 

芸 

施 

設 

共 

済

園
芸
施
設
共
済
部
会
長

園
芸
施
設
共
済
部
会
長
代
行

 

園
芸
施
設
共
済
部
会

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

任 

意 

共 

済

任
意
共
済
部
会
長

任
意
共
済
部
会
長
代
行

 

任
意
共
済
部
会

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

農 

作 

物 

共 

済

水
稲
・
麦
共
済
部
会
長

水
稲
共
済
部
会
長
代
行

麦
共
済
部
会
長
代
行

 

水
稲
共
済
部
会

（※

は
麦
共
済
部
会
兼
務
者
）

学
識
経
験
者

な
し
共
済
部
会
長
代
行

も
も
共
済
部
会
長
代
行

か
き
共
済
部
会
長
代
行

く
り
共
済
部
会
長
代
行

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
共
済
部
会
長
代
行

 

か
ん
き
つ
共
済
部
会

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

下
笠
居

池
田

松
山

王
越

吉
原

紀
伊

神
田

 

ぶ
ど
う
共
済
部
会

志
度

鬼
無

山
田

白
方

上
高
瀬

比
地
大

 

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
共
済
部
会

下
笠
居

四
海

吉
原

吉
原

桑
山

畑 

作 

物 

共 

済

大
豆
共
済
部
会
長

大
豆
共
済
部
会
長
代
行

 

大
豆
共
済
部
会

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

相
生

神
前

川
添

　家畜診療所の運営に関する重要事項を調
査し、組合長に希望や意見を伝えます。

家畜診療所
運営委員

川

上

健

一

横

山

浩

一

飯

田

榮

一

木

村

啓

三

山

田

道

浩

建

石

照

夫

黒

田

富

夫

成

行

弘

宣

穴

吹

隆

明

三

好

達

雄

原

村

弘

文

小

山
　

豊

中

矢

彰

視

木

村
　

薫

青

木

弘

之

香

川

政

大

細

川
　

登

豊

田

敏

計

大

谷

徳

寿

大

瀧

一

正

大

谷

徳

寿

篠

原

公

七

十

川

政

典

大

瀧

一

正

笠

井

博

幸

大

山

興

央

三

谷

貴

志

大

山

興

央

岡

田

孝

史

伊

藤

博

紀

三

谷

貴

志

矢

野

一

成

天

野
　

勲

植

松

正

士

天

野
　

勲

中

村
　

修

嶋

田

真

耶

植

松

正

士

矢

野

一

成

丸
尾
勇
治
郎

森

口

憲

司

山

科

郁

夫

丸
尾
勇
治
郎

　損害評価会は、法律で設置が定められている必須機関です。
　116人の委員が水稲共済部会など共済目的別に13の部会に
所属し、共済事故の防止対策や損害額の認定をします。

損害評価会委員
任期

４月１日から
３年

任期
４月１日から
３年

　

令
和
４
年
５
月
31
日
、

損
害
評
価
会
を
サ
ン
メ
ッ

セ
香
川
＝
高
松
市
林
町
＝

で
開
き
、
評
価
会
長
に
丸

尾
勇
治
郎
氏
（
丸
亀
市
綾

歌
町
、
60
歳
、
写
真
）
が

互
選
さ
れ
ま
し
た
。

森

末

文

徳

損
害
評
価
会
会
長
代
行

丸
尾
勇
治
郎

損
害
評
価
会
会
長

坂

口

幸

雄

森
　

芳

史

藤

井

貞

吉

安

西

勇

雄

井

戸
　

等

藤

本
　

護

坂

東

正

明

野

﨑
　

学

植

田

義

信

藤

原

晴

弘

多

田
　

勉

藤

川

光

男

溝

渕

廣

明

中

川

詰

郎

谷

本

寛

昇

片

山

典

幸

森

口

憲

司

藤

澤
　

武

片

岡
　

昇

小

河
　

功

田

所

繁

實

福

田

保

富

井

上

孝

信

植

松
　

登

漆

原

吉

正

高

橋

光

男

三
木
純
二
郎

山

下

恭

生

藤

川

一

雄

小
林
英
登
志

作

花

和

広

福

家

重

夫

小

西

国

雄

橋

川

正

廣

古

川

正

人

香

川

政

大

福

濱

信

行

山

科

郁

夫

髙

島

哲

雄

大

西

康

治

山

本

修

司

横

関

恭

浩

山

下
　

一

大

西

文

昭

久
保
田
健
二

田

尾

義

明

須

藤

一

昭

中

西

幸

範

徳

永

裕

和

景

山

卓

美

高

橋
　

亘

中

村
　

努

井

下

隆

志

徳

永

正

芳

山

岡

光

明

三

﨑

幸

則

森

末

文

徳

近

藤

敏

晴

大

平

俊

和

横

山

浩

一

建

石

照

夫

三

好

達

雄

木

村
　

薫

島

田

満

沖

森

末

文

徳

山

田

英

尚

福

田

哲

生

三

谷

寛

幸

末

澤

克

彦

川

原

義

明

井
上
喜
代
文

森

田

正

俊

濵

崎

郷

廣

法

兼

佐

幸

岡

田

嘉

之

近

藤

敏

晴

池

添

浩

子

多

田
　

晋

大

野

宣

行

田

中
　

喬

大

平

俊

和

森
　

雅

司

溝

渕

哲

也

藤

岡

良

信

天

雲

一

壽

島

田

満

沖

砂

留

眞

壱

古

市

崇

雄

青

木

弘

之

古

市

崇

雄

藤

井

貞

吉

佐

藤

秀

輝

安

西

勇

雄

山

本

政

秋

中

野

正

幸

宮

武

豊

之

（※

は
ぶ
ど
う
・
な
し
・
も
も
・
か

き
・
く
り
・
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
共
済
部

会
兼
務
者
）

岡

崎
　

力

大

谷

徳

寿

篠

原

公

七

十

川

政

典

※

学
識
経
験
者

（
以
下
敬
称
略
）

損害評価の研修会

上記３枚は、被害の状況を確認する損害評価会委員

損害評価会に委員84人が出席

89 かがわ 2022.8  vol.55 かがわ 2022.8  vol.55



　
令
和
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
収
入
保
険
は
、
初
年
度

の
５
５
１
経
営
体
か
ら
約
１
・
８
倍
に
増
え
ま
し
た
。

近
年
の
異
常
気
象
や
市
場
価
格
の
低
下
に
対
し
て
備

え
る
た
め
、
ま
た
加
入
者
か
ら
の
口
コ
ミ
な
ど
で
新

た
に
契
約
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。（
図
１
参
照
）

安
心
に
備
え
て
広
が
る
申
し
込
み

・
事
故
の
発
生
年
月
日

・
対
象
農
産
物
の
種
類

・
数
量
減
少
な
ど
の
被
害
の
程
度
と
状
況

　
通
常
、
保
険
金
な
ど
の
支
払
い
は
確
定
申
告
後
と

な
り
ま
す
が
、
災
害
な
ど
で
収
入
の
減
少
が
見
込
ま

れ
、
翌
年
の
支
払
い
よ
り
早
く
当
座
の
資
金
が
必
要

な
場
合
は
、
無
利
子
の
つ
な
ぎ
融
資
を
し
ま
す
。

　
貸
付
額
は
、
支
払
い
が
見
込
ま
れ
る
保
険
金
の
８

割
が
上
限
で
す
。
最
終
的
に
支
払
わ
れ
る
保
険
金
の

支
払
い
時
に
相
殺
さ
れ
ま
す
。
も
し
、
貸
付
額
が
保

険
金
の
支
払
い
額
を
上
回
っ
た
と
き
は
、
差
額
の
償

還
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
に
は
、
県
内
30
経
営
体
に
１
億
２
９

０
０
万
円
を
融
資
し
て
い
ま
す
。

無
利
子
の
つ
な
ぎ
融
資

主
な
確
認
内
容

　
農
業
共
済
制
度
で
は
扱
え
な
か
っ
た
野
菜
や
鶏
な

ど
の
品
目
も
、
収
入
保
険
で
は
補
償
対
象
で
す
。
中

で
も
野
菜
中
心
の
経
営
体
を
多
く
引
き
受
け
て
い
ま

す
。（
図
２
参
照
）

　
加
入
経
営
体
の
営
農
第
１
位
品
目
は
、
野
菜
で
は

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
１
４
２
件
、
イ
チ
ゴ
82
件
、
レ
タ
ス

66
件
。
果
実
で
は
、
ミ
カ
ン
41
件
、
ブ
ド
ウ
27
件
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
17
件
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
農
作
物
を
補
償

　
「
農
林
水
産
省
共
通
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
し
、

農
業
者
は
加
入
手
続
き
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
24
時
間
い
つ
で
も
、
申
請
や
加

入
内
容
の
確
認
な
ど
が
可
能
で
す
。
利
用
に
は
Ｉ
Ｄ

が
必
要
で
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
身
分
証
明
書
で
の
身
元

確
認
と
、
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

　
自
動
継
続
特
約
を
付
帯
す
る
と
、
２
年
目
以
降
の

加
入
申
請
手
続
き
を
簡
略
化
で
き
、
付
加
保
険
料
の

一
部
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
と

自
動
継
続
特
約
で
割
引

　
令
和
２
年
度
は
２
２
７
経
営
体
に
、
保
険
金
等
４

億
７
０
０
０
万
円
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
（
１
経
営

体
当
た
り
２
０
７
万
円
）。
元
年
度
の
保
険
金
２
億
２

５
０
０
万
円
か
ら
、
支
払
額
は
２
倍
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す
（
図
３
参
照
）。
気
象
災
害
や
価
格
低
下
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
収
入
減
少
し

た
こ
と
が
要
因
で
す
。

保
険
金
等
を
約
３
割
の
加
入
者
に

お
支
払
い

　
品
目
ご
と
に
農
業
収
入
金
額
の
１
割
以
上
減
少
が

見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
事
故
発
生
通
知
が
必
要
で
す
。

状
況
な
ど
を
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
が
な
い
場
合
、
保
険
金
な
ど
が
支
払
わ
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

収
入
減
が
見
込
ま
れ
る
と
き
は

事
故
発
生
通
知
を

経営リスク
収入保険で備えましょう

加
入
者
の
声

　
令
和
３
年
は
、
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬

の
大
雨
と
、
例
年
よ
り
早
い
梅
雨
の
影
響
で

麦
が
倒
伏
し
、
収
量
は
減
り
品
質
は
低
下
し

ま
し
た
。
水
稲
も
収
量
の
減
少
に
価
格
低
下

が
重
な
り
、
農
業
収
入
は
大
き
く
下
が
り
ま

し
た
。

　
収
入
保
険
に
最
高
補
償
で
加
入
し
て
い
た

た
め
、
充
分
な
保
険
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

　
近
ご
ろ
は
、
数
十
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る

気
象
災
害
が
、
た
び
た
び
起
き
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
リ

ス
ク
に
備
え
、

安
定
し
た
農
業

経
営
が
で
き
る

こ
と
が
収
入
保

険
の
魅
力
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

▽
経
営
＝
水
稲

23
㌶
、
麦
22
㌶
、

野
菜
60
㌃
な
ど

さ
ぬ
き
市
鴨
部

梶
原 

大
介
さ
ん   

35
歳

か
じ  

は
ら

だ
い 

す
け

安
定
し
た
農
業
経
営
の
た
め
に

　収入保険は、農業者の経営努力では避けられないさまざまなリスクによる収入減
少を補償します。令和３年度は、1,016経営体（個人845、法人171経営体）の加
入がありました。農業経営をサポートする収入保険で、もしもに備えましょう。

小豆出張所
☎0879-62-0694

東部支所
☎0879-43-4121

中讃支所
☎0877-46-1211

三豊支所
☎0875-25-2482

仲多度支所
☎0877-62-5970

高松支所
☎087-888-1146

各支所 連絡先

加入者増加中

令和３年度
1,016経営体

個人845

法人171

個人686

法人131

令和２年度
817経営体

営農作物別の加入経営体

経営体数

■ 令和３年度
■ 令和２年度

※営農作物1位で抽出

0 100 200 300 400 500 600

281
214

536
436

135
113

45
37

2
2
4
3
13
12

米麦

野菜

果実

花き

鶏

蜂蜜等

その他

令和２年度
保険金

４億7,000万円

令和元年度
保険金

２億2,500万円

米麦
22％
米麦
22％

米麦
17％
米麦
17％

野菜
62％

野菜
67％

果実
11％

果実
10％

花き３％ その他２％

蜂蜜１％
花き４％

その他１％
法人93

個人458

令和元年度
551経営体

図１

図２

品目別保険金等支払件数図３
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全相殺方式の場合

【収穫量】1,150㎏（50㎏＋600㎏＋500㎏）

【補償】
1,500㎏－1,150㎏＝350㎏

【最高補償割合】９割（１割対象外）
基準収穫量 収穫量 共済減収量

共済減収量 対象外１割 支払減収量
350㎏－150㎏＝200㎏

㎏当たり共済金額 支払減収量 共済金
203円×200㎏＝40,600円

半相殺方式の場合

【最高補償割合】８割（２割対象外）
【収穫量】1,050㎏（50㎏＋500㎏＋500㎏）

 増収分100㎏は加味しない

【補償】

㎏当たり共済金額 支払減収量 共済金
203円×150㎏＝30,450円

1,500㎏－1,050㎏＝450㎏
基準収穫量 収穫量 共済減収量

共済減収量 対象外２割 支払減収量
450㎏－300㎏＝150㎏

　
制
度
改
正
を
重
ね
補
償
が
拡
充
し
た
園
芸
施
設
共
済
は
、
自
分
に

適
し
た
プ
ラ
ン
で
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
台
風
シ
ー
ズ

ン
に
備
え
、
農
業
経
営
を
守
れ
る
よ
う
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す

　

耕
地
ご
と
に
稲
の
作
柄
を
見
て
、
平

年
収
穫
量
よ
り
減
収
す
る
と
思
わ
れ
る

と
き
は
、
損
害
通
知
書
を
提
出
期
日

（
別
途
案
内
）
ま
で
に
共
済
部
長
を
通

じ
て
提
出
、
被
害
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
産
水
稲
の
損
害
評
価
を
、
収
穫
期
に
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

被
害
申
告
は
お
忘
れ
な
く

に
立
て
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※

本
年
産
か
ら
確
認
済
の
ピ
ン
ク
の
札

　

は
付
け
ま
せ
ん

　

立
札
は
現
地
調
査
の
前
日
ま
で
に
、

風
で
飛
ん
だ
り
雨
で
字
が
消
え
た
り
し

な
い
よ
う
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
う
な
ど
、
収

穫
が
終
わ
る
ま
で
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ

立
札
は
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に

　

風
水
害
、
雨
害
湿
潤
害
、
干
害
、
冷

害
な
ど
気
象
上
の
原
因
で
の
災
害
や
鳥

害
、
獣
害
、
病
害
、
虫
害
、
火
災
で
す
。

薬
害
な
ど
人
為
的
な
被
害
は
対
象
外
で

す
。
ま
た
、
収
穫
後
の
被
害
も
、
共
済

責
任
期
間
外
に
発
生
し
た
損
害
と
し
て
、

共
済
金
支
払
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

支
払
い
対
象
の
災
害

水
稲

共
済

例）

500kg 500kg 500kg

基準収穫量計1,500㎏

　10ａ （基準収穫量500㎏）の
農地３枚を作付け。

引受時

500kg600kg減収

　３枚のうち、１枚は450㎏減収
し、１枚は100㎏増収した。

50kg

増収
収穫時

共済金支払い

左
記
例
の
共
済
金
計
算
方
法

グリーンファームＴｓｕｋｕｄａ（高松市寺井町）

代表 佃 和幸さん
つくだ かずゆき

エコファーマーの認証を受け、ホウレンソウな
ど野菜中心の経営
既存のハウス23㌃に今年30㌃を増設。園芸施
設共済には20年以上前から加入

集団割引でお得に加入

補
償
が
充
実

園
芸
施
設
共
済

掛金の低減に
小損害不てん補を選択できます

おすすめ

３万円または共済価額５％超の被害（基本コース）
10万円超の被害から支払対象⇒約50％
20万円超の被害から支払対象⇒約70％
50万円超の被害から支払対象⇒約90％
100万円超の被害から支払対象⇒約97％

１万円の損害から支払われる
特約も付帯できます

加入申込時に支払対象となる金額を選択

※パイプハウスの全国平均で、施設によって掛金率は異なります

③一斉加入受付前から加入率が増加し、加入割合が８割
を超えることが条件となります。

②生産者部会等とＮＯＳＡＩで園芸施設共済の一斉加入
の協定を締結します。

①生産者部会等で園芸施設共済に加入する旨を取り
決めます。

５人以上10人未満の構成員の場合：割引率10％
10人以上の構成員の場合：割引率20％

その1 集団加入で掛金割引を適用：割引率５％

その２５人以上はさらに賦課金割引を適用

古くなった施設も
８割まで補償
～復旧費用特約～

実測で収穫量を調査

もし、災害が起これば、資材価格の高騰で修理代
も高くなっていますから、農業経営は大変です。
常に不測の事態に備えておくべきですね。

そうですね。今
年、関東地方で
は雹が降り、作
物やハウスに被
害が出ました。
園芸施設共済で
の備えは大切で
すね。

そうですね。今
年、関東地方で
は雹が降り、作
物やハウスに被
害が出ました。
園芸施設共済で
の備えは大切で
すね。

　復旧費用は、共済事故で損害を受けた
施設（被覆材を除く）と付帯施設の
修理・再建に要する費用の一部です。
新設時と同様の再建築価額の80％ま
で補償されます。（実費確認のため設
置業者の請求書などが必要です）

ひょう

掛金負担が軽減
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令
和
４
年
産
指
定

か
ん
き
つ
は
、
５
月

の
開
花
期
に
梅
雨
入

り
し
た
こ
と
で
結
実

が
少
な
く
、
10
月
に

雨
が
ほ
と
ん
ど
降
ら

な
か
っ
た
こ
と
か
ら

小
玉
傾
向
に
な
り
ま

し
た
。

　
共
済
に
加
入
さ
れ
て
い
る
農
機
具
が

事
故
に
あ
っ
た
場
合
、

①
事
故
発
生
日
と
場
所

②
機
種

③
事
故
の
状
況

④
修
理
依
頼
先

を
直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
農
機
具
を
買
い
替
え
た
場
合
も
、
速

や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
変
更
手
続

くにむら みのる國村 年 ＝ 國村公認会計士事務所（高松市木太町）

「免税事業者が検討すべきこと」次号のテーマは

　「インボイス制度」が導入される令和５年10月１
日から適格請求書（インボイス）を交付するには、５
年３月31日までに、適格請求書発行事業者になる登
録申請書を、税務署長に提出する必要があります。

　申請は、e-Taxまたは郵送で行います。所轄税務署
の窓口か時間外収受箱への提出も可能ですが、「郵送
にご協力願います」となっています。
　国内事業者の場合、登録申請書は２ページしかなく、
基本的に、記入はそれほど難しくありません。
　ただし、免税事業者は、登録申請書に加えて『消費
税課税事業者選択届出書』を提出し、課税事業者とな
るのが原則です。５年10月１日を含む課税期間中に
登録を受ける場合、登録を受けた日から課税事業者と
なる経過措置が設けられています。
　登録の必要があるかないかは、一概には判断できな
いため、事業実態に合わせてご検討ください。

からの お 知 ら せ

果
樹
共
済

５
月
26
日
に
共
済
金
を
お
支
払
い

農
機
具
共
済

事
故
、
買
い
替
え
時
は
連
絡
を

確定
申告 インボイス制度の登録事業者になるための手続き

　土（土壌）は三つの顔を持つと言われています。そ
の三つとは、物理性、化学性、生物性です。これら三
要素が複雑に絡み合って土の性質、ひいては作物の収
量や品質の良し悪しが決まります。

栽培講座

Let’s Try！

物理性

　作土の厚さ、土の硬さ、透水性（水はけ）、保水性（水
もち）など土の性質のこと。最近は、大型機械の走行で土
が硬くなったり、効率重視の耕うんで作土層が浅くなって
いることが指摘されています。深耕などで、根が伸びやす
い状態を作ることが大切です。

化学性

　土壌の酸性度（pH）、チッ素・リン酸・カリをはじめと
する養分の含量、養分保持力（塩基置換容量）など、作物
の生育に直接関係する各種性質のことです。香川県では、
土壌測定診断事業で、これら計10項目の化学性分析をし
ています。

生物性

　土中にはたくさんのカビや細菌類などの微生物、ミミズ
などの小動物が生息し、活動しています。これらの生物は
堆肥などの有機物をエサとして活動し、作物の生育に有効
な物質にまで分解してくれます。生物性を健全に保つこと
で、病原性微生物の異常発生を防ぐことができると言われ
ています。

き
が
行
わ
れ
て
い
な
い
農
機
具
に
事
故

が
発
生
し
た
場

合
、
共
済
金
を

お
支
払
い
で
き

な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
高
松
支
所
・
水
永
夏
未

人
事
異
動

新
規
採
用
職
員
（
７
月
１
日
付
）

土壌の性質を決める３要素

土は三つの
顔を持つ

藤原俊太郎「新版 図解 土壌の基礎知識」 農文協 より

生物性
有機物の分解
病害抑制
など

物理性
有効土層の深さ

透水性・通気性・保水性
土の硬さ
など

地力

団粒構造
腐植など

保肥力
養分移動
など

地力チッ素
酸化・還元
など

化学性
養分の保持力

  養分の供給力（量）
土壌反応（pH）

養分の保持力
  養分の供給力（量）
土壌反応（pH）

香川県農政水産部農業経営課
農業革新支援グループ主任専門指導員講師：十鳥 秀樹

じゅうとりひで き

落雷被害から
共済金支払いまでの手順

8月 損害評価会麦（半相殺）共済部会２日

9月 高齢農業者表敬訪問
かき現地研修会
キウイフルーツ現地研修会
うんしゅうみかん現地研修会
第３回理事会、監事会

１日～
６日
15日
20日
27日

10月 ３日
17～ 26日

第３回コンプライアンス委員会
中間監査

組合の主な動き

❶登録申請書の提出 ❷税務署で審査
❸登録、公表、
　登録簿への記載

❹申請者に通知

e-Taxだと約２週間
郵送だと約１カ月

樹種 支払
戸数

支払
共済金

指定
かんきつ 14戸 377,430円

落雷発生
1

家電製品の
電源が入らない
（家中の家電製品の状態を確認）

2

ＮＯＳＡＩへ連絡（請求）
3

ＮＯＳＡＩ職員が被害を
確認（聞き取り調査と
写真撮影）

4

電器店などで被害額を申告する
ための損害証明書（落雷用）を
書いてもらってＮＯＳＡＩに提出

5

共済金のお支払い
6

※令和５年10月１日から登録を受けるには、３月31日までの提出が必要

申請
受付中

建物共済

火災共済は落雷も補償
　建物共済では、建物本体や家電製品などの家
財も落雷被害を補償しています。被害が発生し
た場合は、速やかにご連絡ください。なお、テ
レビやエアコンなど複数の製品が被害を受けて
いる場合がありますので、全ての家電製品の状
態を確認してください。
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「子どもたちの笑顔が私の原動力です」

結まーる営農集団の構成員（写真右端が喜多さん、右から３人目が赤松さん）

心
を
つ
か
む
加
工
レ
シ
ピ

琴
平
町
　
河
野 

康
雅
さ
ん
　
75
歳

や
す
ま
さ

こ
う  

の

共
済
部
長
歴
10
年

農家農家
き きい い

まつ もと こう せい

東かがわ市黒羽　松本 弘誠さん　43歳

笑顔を見たくて

　
「
農
業
に
は
将
来
性
を
感
じ
ま
す
」
と
話

す
川
人
尚
子
さ
ん
。
令
和
２
年
に
建
設
し
た

ハ
ウ
ス
で
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
９
㌃
と
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
５
㌃
を
、
露
地
で
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
20

㌃
や
キ
ャ
ベ
ツ
５
㌃
な
ど
を
栽
培
す
る
。

　
商
家
育
ち
で
農
業
経
験
は
ゼ
ロ
。
農
業
大

学
校
で
１
年
間
学
ん
だ
際
、
研
修
先
の
ミ
ニ

ト
マ
ト
農
家
で
栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
わ
り
、

平
成
30
年
に
就
農
し
た
。

　
「
今
後
は
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
二
品
目
で
収

入
が
確
立
で
き
る
よ
う
管
理
を
徹
底
し
、
収

穫
量
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

一
か
ら
教
わ
っ
た
農
業

三
豊
市
豊
中
町
　
川
人 

尚
子
さ
ん
　
44
歳

か
わ　ひ
と

な
お
こ

「自分のペースで作業できるのが魅力です」

協力し合いながら収穫作業

レ
ン
ジ
し
た
。「
漬
物
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
好

み
が
あ
っ
て
奥
が
深
い
」

　
加
工
品
は
丸
亀
市
、
善
通
寺
市
、
綾
川
町

の
産
直
３
カ
所
で
販
売
。

　
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ニ
ン
ニ
ク
を
栽
培
し
、

か
ら
し
漬
け
と
黒
ニ
ン
ニ
ク
に
加
工
、
販
売

す
る
河
野
康
雅
さ
ん
。「
食
感
の
違
い
が
楽

し
め
る
、
ナ
ス
と
キ
ュ
ウ
リ
の
か
ら
し
漬
け

は
毎
年
人
気
で
す
」
と
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　
平
成
26
年
に
退
職
後
、
以
前
か
ら
関
心
の

あ
っ
た
加
工
品
に
本
格
的
に
取
り
組
む
。
レ

シ
ピ
は
知
人
か
ら
教
わ
り
、
自
分
好
み
に
ア

お世話に
なります

キュウリの生育状況を
確認する河野さん

き　

た 

 

た
だ 

い
ち

あ
か 

ま
つ
お
さ
む

おおした さだ  お

　「毎日が充実していて、とてもやりがいを感じて
います」と話す松本弘誠さん。令和３年からイチゴ
農家として新たなスタートを切った。
　就農のきっかけは、家族で行ったイチゴ狩り。
「子どもがとてもいい笑顔で食べているのを見て、
人をこんなにも笑顔にできる職業があることに驚き、
自分もしてみたいと思いました」
　勤めていた会社を退職し、農業インターンシップ
に申し込む。１年間の研修を受けながら、高設栽培
システムを導入した８㌃のハウスを新設した。
　研修先の大下貞夫さん（同市、83歳）は「松本さ
んは作業が丁寧で、管理がしっかりできています。
将来がとても楽しみです」と期待を寄せる。
　２年目の今年、昨年以上の売り上げを目指す松
本さん。将来は、イチゴ狩りができる観光農園に
することが目標だ。

高
松
市
十
川
東
町
　
結
ま
ー
る
営
農
集
団

次
代
に
つ
な
ぐ
地
域
営
農

　
耕
作
放
棄
地
が
増
え
、
後
継
者
不
足
も
深

刻
な
地
域
農
業
に
危
機
感
を
抱
き
、
令
和
２

年
６
月
に
設
立
さ
れ
た
十
河
地
域
の
集
落
営

農
「
結
ま
ー
る
営
農
集
団
」。
代
表
の
喜
多

忠
一
さ
ん(

71)

は
、「
面
積
を
拡
大
し
て
利

益
を
増
や
し
、
新
し
い
機
械
の
導
入
や
次
の

世
代
が
安
心
し
て
引
き
継
げ
る
組
織
に
し
た

い
」
と
話
す
。

　
構
成
員
８
人
で
、
小
麦
２
・
４
㌶
や
水
稲

１
㌶
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
10
㌃
を
栽
培
。
作
業

は
全
員
に
声
を
か
け
て
参
加
を
呼
び
か
け
、

そ
れ
ぞ
れ
で
分
担
す
る
。

　
月
一
回
の
定
例
会
で
は
、
肥
料
の
選
定
や

農
機
具
の
活
用
方
法
な
ど
に
関
し
意
見
を
出

し
合
う
。
会
計
の
赤
松
修
さ
ん（
66
）は
、

「
個
人
の
考
え
が
運
営
に
結
び
付
き
、
一
人

一
人
の
経
営
に
対
す
る
意
識
も
向
上
し
ま
し

た
」
と
話
す
。

　
作
業
時
間
や
工
程
は
表
計
算
ソ
フ
ト
で
管

理
し
、
少
し
で
も
構
成
員
が
満
足
す
る
環
境

を
整
え
る
。

　
設
立
当
初
、
構
成
員
か
ら
労
働
に
対
す
る

時
給
や
、
機
械
の
レ
ン
タ
ル
料
に
対
す
る
要

望
が
出
て
く
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
全
員
に

納
得
し
て
も
ら
う
た
め
、
い
つ
、
誰
が
、
ど

う
い
っ
た
内
容
を
、
何
時
間
し
た
か
、
と

い
っ
た
情
報
を
事
細
か
に
管
理
し
た
。

　
ま
た
、
構
成
員
と
の
相
談
時
間
を
多
く
と

る
よ
う
に
し
、
管
理
し
た
情
報
を
基
に
、
時

給
や
機
械
の
レ
ン
タ
ル
料
な
ど
を
決
定
し
て

い
る
。

　
喜
多
さ
ん

は
、「
今
後

も
み
ん
な
の

声
に
耳
を
傾

け
、
全
員
が

納
得
す
る
よ

り
良
い
経
営

管
理
を
目
指

し
ま
す
」
と

話
す
。

平
等
感
を
大
事
に
経
営
管
理

夏場の育苗も
しっかり管理

ゆ
い
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●
昔
は
田
ん
ぼ
の
手
伝
い
が
嫌
で
仕

方
な
か
っ
た
の
に
、
小
２
の
息
子

を
も
つ
母
に
な
り
、
今
と
な
っ
て

は
あ
り
が
た
さ
が
身
に
し
み
ま
す
。   

（
丸
亀
市　
女
性　
46
歳
）

●
農
家
の
笑
顔
と
楽
し
み
な
が
ら
頑

張
る
姿
に
感
動
。
自
然
相
手
の
仕

事
は
、
心
の
栄
養
に
な
る
の
で
す

ね
。
（
観
音
寺
市　
女
性　
77
歳
）

●
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
よ
く
耳
に
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
回
に
続

く
よ
う
な
の
で
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。（
さ
ぬ
き
市　
女
性　
60
歳
）

　
●
農
業
経
営
を
支
え
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
理
念
や
考
え
方

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

（
丸
亀
市　
男
性　
79
歳
）

今号の
プレゼント

　
有
限
会
社
「
木
下
農
園
」（
昭
和
37
年
11
月
設
立
）

の
３
代
目
と
し
て
法
人
経
営
に
携
わ
る
木
下
睦
雄
さ
ん

（
坂
出
市
大
屋
冨
町
、
38
歳
）
は
、「
も
う
か
る
農
業

の
模
範
事
例
に
な
り
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
経
営
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ニ
ン
ジ
ン
、
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
、
施
設
シ
シ
ト
ウ
な
ど
８
品
目
の
野
菜
が
中
心
。

か
ん
き
つ
な
ど
も
あ
り
、
エ
リ
ア
ご
と
品
目
ご
と
に
会

社
を
四
つ
に
分
け
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
管
理
し
ま
す
。

総
管
理
農
地
は
１
１
０
㌶
、
栽
培
延
べ
面
積
は
２
１
０

㌶
に
及
び
、
従
業
員
83
人
を
雇
用
し
ま
す
。

　
現
場
に
は
管
理
責
任
者
10
人
を
置
き
、
毎
朝
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
連
絡
・
注
意
事
項
を
伝
え
ま
す
。

　
栽
培
管
理
で
は
、
農
地
条
件
の
違
い
や
そ
の
年
の
気

象
で
品
質
を
保
て
な
い
こ
と
も
ー
。「
J
A
出
荷
の

た
め
、
地
域
の
生
産
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
の
維
持
は
、
課
題
の
一
つ
で
す
」。

　
平
成
24
年
に
会
社
を
継
い
だ
木
下
さ
ん
。
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
に
代
わ
る
基
幹
作
物
を
複
数
作
る
こ
と
を
当
面
の

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

▽
撮
影
＝
北
村
写
真
事
務
所 

北
村
修
一
氏

　農業大学校で、果樹を専攻してい
ます。令和３年までは陸上競技の選
手でした。幼い頃から志していた農
業を継ぎ、スポーツと食に関わって
いきたいです。
　両親からホウレンソウ栽培を継承
予定ですが、知り合いのシャインマ
スカット農家からも後継者として技
術を学んでいます。陸上でお世話に
なった地元に恩返しをしたくて、香
川県を中心に良い品物を宣伝し、販
路を開拓できるか考えています。ＮＯＳＡＩかがわ55号からの問題です。

次の質問にお答えください。

※ヒントは
　10ページA 経営体

地域農家のモデルケースに

N O S A I

Q

郵便はがきに、
①クイズの答え　②郵便番号　③住所
④氏名（ふりがな）　⑤年齢　⑥電話番号
⑦ＮＯＳＡＩや広報紙への意見、感想、質問
⑧身近な情報
などをご記入のうえ、ご応募ください。
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と今後の
広報紙作成の参考意見とする以外の目的に利用しません。

応募の宛先

応募締め切り
当選者発表

〒761－8083　高松市三名町東原５番地６
香川県農業共済組合　ＮＯＳＡＩクイズ係
令和４年９月20日（火）消印有効
令和５年１月発行予定の57号で発表

収入保険の加入者は増加しています。
令和３年度の加入経営体数をお答えください。

［当選者］乳製品の詰め合わせセットをお届けしました。
水口紀代美さん（東かがわ市）、北田信義さん、樋口直江さん（以上高松市）、辻俊雄さん（坂出市）、
小西國雄さん（綾川町）、中野内光代さん（丸亀市）、山本保太郎さん（まんのう町）、岡田嘉幸さん（観音寺市）、
近石隆光さん、永江ツタエさん（以上三豊市）

水口紀代美さん（東かがわ市）、北田信義さん、樋口直江さん（以上高松市）、辻俊雄さん（坂出市）、
小西國雄さん（綾川町）、中野内光代さん（丸亀市）、山本保太郎さん（まんのう町）、岡田嘉幸さん（観音寺市）、
近石隆光さん、永江ツタエさん（以上三豊市）

●
農
業
は
大
変
な
の
に
、
若
い
人
た

ち
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
知
る
と
、

た
く
さ
ん
パ
ワ
ー
を
も
ら
え
ま
す
。

（
さ
ぬ
き
市　
男
性　
35
歳
）

●
今
年
は
雨
が
少
な
い
の
で
、
水
不

足
が
心
配
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
三
木
町　
女
性　
24
歳
）

　
●
「
ば
あ
ば
の
作
る
お
米
は
お
い
し

い
よ
」
と
、
い
つ
も
言
っ
て
く
れ

る
孫
た
ち
。
み
ん
な
元
気
に
良
い

子
に
育
っ
て
い
る
の
で
「
ば
あ

ば
」
は
幸
せ
で
す
。

（
高
松
市　
女
性　
73
歳
）

　
●
我
が
家
も
日
本
ミ
ツ
バ
チ
を
育
て

て
い
ま
す
。
分
蜂
で
２
箱
で
き
ま

し
た
。（
小
豆
島
町　
男
性　
82
歳
）

●
母
の
日
に
、
娘
か
ら
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
鉢
植
え
を
も
ら
い
ま
し

た
。
毎
日
水
や
り
を
し
て
、
や
さ

し
い
ピ
ン
ク
の
花
を
見
る
と
幸
せ

に
包
ま
れ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
す
。

（
坂
出
市　
女
性　
67
歳
）

　農業共済新聞は週１回の発行で、購読料は１年間5,520円
（１紙当たり約117円）です。２カ月間の試し読み（無料）
から始めてみませんか。

宇多津町 木村 和史さん 29歳
き  むら かず  し

当選者発表第53号

50％答え 〉〉〉

正解者の中から抽選で７名の方に、松永憲二さん
（丸亀市飯山町）の「シャインマスカット1.3
㎏」をお届けします。大粒で皮ごと食べられる高
級ブドウの味わいをお楽しみください。
たくさんのご応募お待ちしています。

お申込みいただいた方には「もっとおいしく干し野菜」の冊子と、
竹製うちわをプレゼントします。

農業共済新聞 ２カ月間試し読みできます

き
の
し
た
む
つ 

お

※

※2017年世界陸上競技選手権 ロンドン大会
　４×400mリレー 日本代表

まつながけん  じ

ぶ
ん
ぽ
う

未来 ファーマーズの　未来 ファーマーズの　

「自分で限界を決めず、できる
ところまで挑戦していきたい」
と木下さん

〒761－8083  高松市三名町東原５番地６
香川県農業共済組合  ＮＯＳＡＩクイズ係

キ
リ
ト
リ

◀クイズの宛先としてハガキに
　貼って活用してください。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の

前
号
を
見
て
の
ご
意
見
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溶き卵を流し込み、ふたをして
卵が半熟ぐらいになったら火を
止める。器に取り出し甘夏カン
とミニトマトを盛り付ける。

シメジとマイタケは石づきを切
り落とし、小房に割く。豚バラ
は食べやすい大きさに切る。

フライパンに豚バラ、キノコ、
ゴーヤを入れ、サラダ油で少し
しんなりするまで炒め、ウス
ターソースと塩、コショウで味
を付ける。

ゴーヤは半分に切り、スプーン
などでワタを取り除いて１㎝ほ
どの半月切りにする。塩を入れ
た湯でサッとゆで、氷水にさら
してザルに取る。

1 2 3 4

動画は
コチラから！

　
ゴーヤはビタミンCを多く含んでいま
す。疲労回復に適し、肌の生成に必
要な成分です。紫外線の多い時
期に積極的に食べたい夏野
菜です。

ゴーヤとキノコの豚肉炒め
夏を元気に過ごすプロの

創作キッチン

おうち
ごはん

材料（４人分）

作り方

発行日：令和４年８月１日

発行
編集

ホームページアドレス

　　　香川県農業共済組合
　　　本所総務部企画情報課
〒761-8083 高松市三名町東原５番地６
TEL：０８７-８８８-２１２１ FAX：０８７-８８８-３０３１

http://www.nosai-kagawa.jp

発行
編集

ホームページアドレス

● ゴーヤ
● 豚バラ
● シメジ
● マイタケ
● 卵
● 甘夏カン
● ミニトマト
● 塩　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・          

・・・・・・・・・・・・・・・・・・          

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

・・                                         

２本
200g

１パック
１パック
２個
適量
適量

大さじ１（ゴーヤの下ゆで用）

川原 恵美子さん
かわ  はら え　   み　   こ
「田舎そば川原」店主
料理紹介者

ゴーヤの苦味は、やや多
めの塩でサッとゆでると
和らぎますし、お肉と合
わせることでも軽減され
ます。ゴーヤ、キノコ、
豚肉のビタミンで代謝
アップ。甘夏カンでクエ
ン酸を補給し、暑い夏を
乗り切りましょう！

ヒトコト★POINT

● ウスターソース
● サラダ油
● 塩、コショウ

大さじ４
大さじ３
適量
　

・・・・・・・・・・            

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

調味料

ゴーヤ

今回の食材

放送は水曜日を中心に
午前10時55分ごろ
ご意見やご感想をお寄せください。

7月から
ＲＮＣラジオで
ＣＭを始めました

AM1449




